
円貨建て債券の契約締結前交付書面 

(この書面は、金融商品取引法第 37条の 3 の規定によりお渡しするものです。) 

 

この書面には、個人向け国債を除く円貨建て債券のお取引を行っていただくうえでのリスクや留意

点が記載されています。あらかじめよくお読みいただき、ご不明な点はお取引開始前にご確認ください。 
 

○ 円貨建て債券のお取引は、主に募集･売出し等や当社が直接の相手方となる等の方法により

行います。 
 

○ 円貨建て債券は、金利水準の変化や発行体または円貨建て債券の償還金及び利子の支払い

を保証している者の信用状況に対応して価格が変動すること等により、損失が生じるおそれがあり

ますのでご注意ください。 
 
 

 

手数料など諸費用について 

円貨建て債券を募集･売出し等により、または当社との相対取引により売買する場合は、その対

価（購入対価・売却対価）のみを受払いいただきます。 
 

 

金利、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動などにより損失が生じるおそれが

あります 

・ 円貨建て債券の市場価格は、基本的に市場の金利水準の変化に対応して変動します。利子

の適用利率が固定利率の場合、金利が上昇する過程では債券価格は下落し、逆に金利が低

下する過程では債券価格は上昇することになります。したがって、償還日より前に換金する場合

には市場価格での売却となりますので、売却損が生じる場合があります。利子の適用利率が変

動利率の場合には、利子が変動するという特性から、必ずしも上記のような金利水準の変化に

対応して変動するわけではありません。 

・ 金利水準は、日本銀行が決定する政策金利、市場金利の水準(例えば、既に発行されている

債券の流通利回り)や金融機関の貸出金利等の変化に対応して変動します。 

・ 円貨建て債券が物価連動国債である場合には、元金額は全国消費者物価指数の変化に対

応して変動しますので、売却時あるいは償還時の全国消費者物価指数の状況によって売却損

または償還差損が生じる場合もあります。また、このような特性から、物価連動国債の価格は、

必ずしも上記のような金利水準の変化に対応して変動するわけではありません。 

・ 円貨建て債券が 15 年変動利付国債である場合には、その利子は 10 年国債の金利の上昇・

低下に連動して増減しますので、このような特性から、15 年変動利付国債の価格は、必ずしも

上記のような金利水準の変化に対応して変動するわけではありません。 
 



円貨建て債券の発行体または円貨建て債券の償還金及び利子の支払いを保証している者の

業務または財産の状況の変化などによって損失が生じるおそれがあります 
 

＜発行体等の信用状況の変化に関するリスク＞ 

・ 円貨建て債券の発行体または円貨建て債券の償還金及び利子の支払いを保証している者

の信用状況に変化が生じた場合、円貨建て債券の市場価格が変動することによって売却損

が生じる場合があります。 

・ 円貨建て債券の発行体または円貨建て債券の償還金及び利子の支払いを保証している者

の信用状況の悪化等により、償還金や利子の支払いの停滞若しくは支払不能の発生または

特約による額面の切下げや株式への転換等が生じた場合、投資額の全部または一部を失っ

たり、償還金に代えて予め定められた株式と調整金またはいずれか一方で償還されることがあ

ります。償還金に代えて予め定められた株式と調整金またはいずれか一方で償還された場

合、当該株式を換金した金額と調整金の合計額が額面または投資額を下回るおそれがあり

ます。また、額面の一部が切り下げられた場合には、その後の利子の支払いは切り下げられた

額面に基づき行われることとなります。したがって、当初予定していた利子の支払いを受けられ

ない場合があります。 

・ 金融機関が発行する債券は、信用状況が悪化して破綻のおそれがある場合等には、円貨建

て債券の発行体または償還金及び利子の支払いを保証している者の本拠所在地国の破綻

処理制度が適用され、所管の監督官庁の権限で、債権順位に従って額面の切下げや利子

の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただし、適用される制度は円貨建て

債券の発行体または償還金及び利子の支払いを保証している者の本拠所在地国により異な

り、また今後変更される可能性があります。 

・ 主要な格付会社により｢投機的要素が強い｣とされる格付がなされている債券については、当

該発行体または本債券の償還金及び利子の支払いを保証している者の信用状況の悪化等

により、償還金や利子の支払いが滞ったり、支払不能が生じるリスクの程度が上位の格付けを

付与された債券と比べより高いと言えます。 
 

＜償還金及び利子の支払いが他の債務に劣後するリスク＞ 

弁済順位が他の債務に劣後する特約が付されている債券については、劣後事由が発生した

場合には、弁済順位が上位と位置付けられる債務が全額弁済された後に償還金及び利子の

支払いが行われることとなります。劣後事由とは破産宣告、会社更生法に基づいた会社更生

手続きの開始、民事再生法に基づく民事再生手続きの開始、外国においてこれらに準ずる手

続きが取られた場合となります。 
 

 
 



その他のリスク 
 

＜適用利率が変動するリスク＞ 

円貨建て債券の利子の適用利率が変動利率である場合、各利率基準日に円 LIBOR 等の

指標金利を用いた一定の算式に従って決定されます。このため、利子の適用利率は、各利率

基準日の指標金利により変動し、著しく低い利率となるおそれがあります。 
 

＜流動性に関するリスク＞ 

・ 円貨建て債券は、市場環境の変化により流動性(換金性)が著しく低くなった場合、売却する

ことができない、あるいは購入時の価格を大きく下回る価格での売却となるおそれがあります。 

・ 国外で発行される円貨建て債券（ユーロ円債）は、原則として、当社から他社へ移管（出

庫）することができません。償還日より前に売却する場合には、お客様と当社との相対取引と

なり、当社が合理的に算出した時価に基づいた価格で取引いただきます。 

 

企業内容等の開示について 

円貨建ての外国債券は、募集・売出し等の届出が行われた場合を除き、金融商品取引法に

基づく企業内容等の開示が行われておりません。 

 

円貨建て債券のお取引は、クーリング･オフの対象にはなりません 

円貨建て債券のお取引に関しては、金融商品取引法第 37 条の 6 の規定の適用はありませ

ん。 

 

無登録格付に関する説明書について 

当社から無登録格付業者が付与した格付の提供を受けた場合は、「無登録格付に関する説明

書」をご覧ください。 

 

円貨建て債券に係る金融商品取引契約の概要 

当社における円貨建て債券のお取引については、以下によります。 

・ 円貨建て債券の募集若しくは売出しの取扱いまたは私募の取扱い 

・ 当社が自己で直接の相手方となる売買 

・ 円貨建て債券の売買の媒介、取次ぎまたは代理 

 

円貨建て債券に関する租税の概要 

個人のお客様に対する円貨建て債券（一部を除く。）の課税は、原則として以下によります。 

・ 円貨建て債券の利子については、利子所得として申告分離課税の対象となります。外国源泉税が課されている場

合は、外国源泉税を控除した後の金額に対して国内で源泉徴収されます。この場合には、確定申告により外国税

額控除の適用を受けることができます。 



・ 円貨建て債券の譲渡益及び償還益は、上場株式等に係る譲渡所得等として申告分離課税の対象となります。 

・ 円貨建て債券の利子、譲渡損益及び償還損益は、上場株式等の利子、配当及び譲渡損益等との損益通算が

可能です。また、確定申告により譲渡損失の繰越控除の適用を受けることができます。 

・ 割引債の償還益は、償還時に源泉徴収されることがあります。 
 

法人のお客様に対する円貨建て債券の課税は、原則として以下によります。 

・ 円貨建て債券の利子、譲渡益、償還益については、法人税に係る所得の計算上、益金の額に算入されます。なお、

お客様が一般社団法人又は一般財団法人など一定の法人の場合は、割引債の償還益は、償還時に源泉徴収

が行われます。 

・ 国外で発行される円貨建て債券（一部を除く。）の利子に現地源泉税が課税された場合には、外国源泉税を控

除した後の金額に対して国内で源泉徴収され、申告により外国税額控除の適用を受けることができます。 
 

なお、税制が改正された場合等は、上記の内容が変更になる場合があります。 

詳細につきましては、税理士等の専門家にお問い合わせください。 

 

譲渡の制限 

・ 振替債(我が国の振替制度に基づいて管理されるペーパーレス化された債券をいいます。)は、当社では原則として、

その利子支払日の前営業日を受渡日とするお取引はできません。なお、国外で発行される円貨建て債券についても、

現地の振替制度等により譲渡の制限が課される場合があります。 

・ 円貨建て債券は、当社では原則として、その償還日の 3営業日前までのお取引が可能です。 

 

当社が行う金融商品取引業の内容及び方法の概要 

当社が行う金融商品取引業は、主に金融商品取引法第 28 条第１項の規定に基づく第一種金融商品取引業であ

り、当社において円貨建て債券のお取引や保護預けを行われる場合は、以下によります。 

・ 国内で発行される円貨建て債券のお取引にあたっては、保護預り口座または振替決済口座の開設が必要となりま

す。国外で発行される円貨建て債券のお取引にあたっては、外国証券取引口座の開設が必要となります。 

・ お取引のご注文をいただいたときは、原則として、あらかじめ当該ご注文に係る代金または有価証券の全部または一

部(前受金等)をお預けいただいたうえで、ご注文をお受けいたします。 

・ 前受金等を全額お預けいただいていない場合、当社との間で合意した日までに、ご注文に係る代金または有価証券

をお預けいただきます。 

・ ご注文にあたっては、銘柄、売り買いの別、数量、価格等お取引に必要な事項を明示していただきます。これらの事

項を明示していただけなかったときは、お取引できない場合があります。また、注文書をご提出いただく場合があります。 

・ ご注文いただいたお取引が成立した場合には、取引報告書をお客様にお渡しいたします(郵送または電磁的方法に

よる場合を含みます。)。 

 
 

○その他留意事項 

  日本証券業協会のホームページ（https://www.jsda.or.jp/shijyo/foreign/meigara.html）に掲載してい

る外国の発行体が発行する債券のうち国内で募集・売出しが行われた債券については、金融商品取引法に基づく開

示書類が英語により記載されています。 
 

https://www.jsda.or.jp/shijyo/foreign/meigara.html


当社の概要 
 

商 号 等 株式会社SBI 証券 

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第 44 号 

本 店 所 在 地 〒106-6019 東京都港区六本木 1-6-1 

加 入 協 会 日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、 

一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本STO協会 

指定紛争解決機関 特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター 

資 本 金 48,323,132,501 円(2022 年 3月 31日現在) 

主 な 事 業 金融商品取引業 

設 立 年 月 1944 年 3月 

連 絡 先 「インターネットコース」でお取引されているお客さま：SBI 証券 カスタマーサービスセンター 

電話番号：0120-104-214（携帯電話からは、0570-550-104（有料）） 

受付時間：平日 8時 00分～17時 00分（年末年始を除く） 
 

SBI マネープラザのお客さま：SBI証券 マネープラザカスタマーサポートセンター 

電話番号：0120-142-892 

受付時間：平日 8時 00分～17時 00分（年末年始を除く） 
 

IFA コース、IFA コース（プラン A）のお客さま：IFA サポート 

電話番号：0120-581-861 

受付時間：平日 8時 00分～17時 00分（年末年始を除く） 
 

担当営業員のいらっしゃるお客さまは、お取引のある各店舗へご連絡をお願いいたします。 

 

SBI 証券に対するご意見・苦情等に関するご連絡窓口 

当社に対するご意見・苦情等に関しては、以下の窓口で承っております。 

住   所：〒106-6019 東京都港区六本木1-6-1 

連 絡 先：「インターネットコース」でお取引されているお客さま：SBI 証券 カスタマーサービスセンター 

電話番号：0120-104-214（携帯電話からは、0570-550-104（有料）） 

受付時間：平日 8時 00分～17時 00分（年末年始を除く） 

SBI マネープラザのお客さま：SBI証券 マネープラザカスタマーサポートセンター 

電話番号：0120-142-892 

受付時間：平日 8時 00分～17時 00分（年末年始を除く） 

IFA コース、IFA コース（プラン A）のお客さま：IFA サポート 

電話番号：0120-581-861 

受付時間：平日 8時 00分～17時 00分（年末年始を除く） 
 

担当営業員のいらっしゃるお客さまは、お取引のある各店舗へご連絡をお願いいたします。 

  



金融ADR制度のご案内 

金融ADR制度とは、お客様と金融機関との紛争・トラブルについて、裁判手続き以外の方法で簡易・迅速な解決を

目指す制度です。 

金融商品取引業等業務に関する苦情及び紛争・トラブルの解決措置として、金融商品取引法上の指定紛争解決

機関である「特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター（FINMAC）」を利用することができます。 

住   所：〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号 第二証券会館 

電話番号：0120-64-5005（FINMAC は公的な第三者機関であり、当社の関連法人ではありません。） 

受付時間：月曜日～金曜日 9時 00分～17時 00分（祝日を除く） 

 



 

 

 

 

 

 

 

第 71回国際協力機構債券 
 

 

 

債券内容説明書 証券情報の部の訂正事項分 

2023年１月（第１回訂正分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 
 

 
 



 

 

手数料など諸費用について 

 本債券をお買付けいただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

ご投資にあたってのリスク等 

 本債券の価格は金利変動等にたいして上下しますので、償還日より前に売却・換金する
場合、投資元本を割り込むことがあります。また、市場環境の変化により流動性（換金
性）が著しく低くなった場合、売却・換金することができない可能性があります。 

 本債券の発行者である独立行政法人国際協力機構の信用状況の変化及びそれに関する外
部評価の変化等により、投資元本を割り込むことがあります。 

債券内容説明書 証券情報の部（以下「証券情報説明書」という。）の訂正事項分等について 

 証券情報説明書に記載された内容については、訂正されることがあります。 

 本債券のお申し込みにあたっては、証券情報説明書及び本債券内容説明書 証券情報の部
の訂正事項分(以下「本証券情報説明書の訂正事項分」という。）をご覧の上、内容を十
分に読み、お客様のご判断と責任に基づいてご契約下さい。 

 当機構に関する詳しい情報及びその業務の特徴、また、証券情報説明書及び本証券情報
説明書の訂正事項分に記載されている事項の正確な理解のためには債券内容説明書 発
行者情報の部（2022 年 12 月 2 日現在）（以下「発行者情報説明書」という。）をご参照
下さい。 

 なお、証券情報説明書、本証券情報説明書の訂正事項分及び発行者情報説明書はそれぞ
れ、インターネット上のウェブサイト 

（https://www.jica.go.jp/investor/bond/result.html）において閲覧可能です。 

 本債券のお申し込みにあたっては、契約締結前交付書面をよくお読み下さい。 

 証券情報説明書及び本証券情報説明書の訂正事項分のご請求・お問い合わせは、下記の
取扱金融商品取引業者までお願いいたします。 

取扱金融商品取引業者 

商号等/ 登録番号  

加入協会 

日本証券業協会 

一般社団法人 

日本投資顧問

業協会 

一般社団法人 

金融先物取引

業協会 

一般社団法人 

第二種金融商品

取引業協会 

みずほ証券株式会社  
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第94号 

○ ○ ○ ○ 

株式会社ＳＢＩ証券 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 

○  ○ ○ 

大和証券株式会社  
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号 

○ ○ ○ ○ 

楽天証券株式会社 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 

○ ○ ○ ○ 



 

 

１ 債券内容説明書 証券情報の部の訂正理由 

2023年1月6日付をもって作成した債券内容説明書 証券情報の部（以下「証券情報説明書」という。）の記載

事項のうち、2023年1月13日に債券の利率等を決定いたしましたので、これらに関連する事項を後記のとおり

訂正いたします。 

 

２ 訂正事項 

頁 

第一部 証券情報 ··········································································· １ 

第１ 募集要項 ··········································································· １ 

１新規発行債券 ······································································· １ 

利率の欄 ··········································································· １ 

摘要の欄 ··········································································· １ 

第二部 参照情報 ··········································································· ２ 

第２ 参照書類の補完情報 ································································· ２ 

 

３ 訂正箇所 

証券情報説明書の記載事項からの訂正箇所は   罫で示してあります。 

 



- 1 - 

 

第一部   証 券 情 報 

第 1 募集要項 

1. 新規発行債券 

利率の欄 

利 率 
年0.517％ 

（注）仮条件は年0.210％～年0.510％。市場環境を勘案した結果、上記利率で決定。 

 

 

摘要の欄 

摘         要 

１．信用格付業者から提供され、若しくは閲覧に供された信用格付 
本債券について、当機構は株式会社格付投資情報センター（以下「R&I」という。）

からＡＡ＋の信用格付を2023年1月13日付で取得している。 

（中略） 

本債券の申込期間中に本債券に関してR&Iが公表する情報へのリンク先は、R&Iの

ホームページ（https://www.r-i.co.jp/rating/index.html）の「格付アクション・

コメント」及び同コーナー右下の「一覧はこちら」をクリックして表示されるリポ

ート検索画面に掲載されている。 

（中略） 

３．募集の受託会社 
（中略） 

（5）受託会社は、本債券の発行要項（以下「発行要項」という。）各項のほか、法令及

び当機構と受託会社との間の2023年1月13日付第71回国際協力機構債券募集委

託契約証書（以下「委託契約」という。）に定める義務及び権限を有する。本債権

者は、委託契約に定める受託会社の権限及び義務に関する全ての規定の利益並びに

受託会社によるかかる権限の行使及びかかる義務の履行による利益を享受するこ

とができる。 
（後略） 
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第二部   参 照 情 報 

第 2 参照書類の補完情報 

 

上記に掲げた参照書類としての債券内容説明書 発行者情報の部（2022年12月2日現在）（以下「発行者情報

説明書」という。）に記載された発行者情報について、発行者情報説明書の作成日以後、本債券内容説明書証券

情報の部の訂正事項分作成日（2023年1月13日）までの間において、以下のとおり変更及び追記すべき事項が

生じております（変更箇所は下線で示しております）。なお、発行者情報説明書には将来に関する事項が記載さ

れておりますが、以下に記載された事項を除き、本債券内容説明書証券情報の部の訂正事項分作成日（2023 年 

1月13日）現在においてもその判断に変更はありません。 

 

（後略） 

 



債券内容説明書

2023 年 1 月 6 日現在 

第 71 回国際協力機構債券 

証券情報の部

独立行政法人国際協力機構



1. 本債券内容説明書 証券情報の部（以下「本証券情報説明書」といいます。）において記載する「第 71

回国際協力機構債券（以下「本債券」といいます。）」は、独立行政法人国際協力機構法（平成14年法

律第136号）第32条に基づき、外務大臣及び財務大臣の認可を受けた国際協力機構債券の発行に係る

基本方針に則って、独立行政法人国際協力機構（以下「当機構」といいます。）が発行する債券です。

2. 本債券は政府保証の付されていない公募債券（財投機関債）です。

3. 本債券については、金融商品取引法（昭和23年法律第25号）第3条第2号の規定が適用されることか

ら、その募集について同法第4条第1項の規定による届出は行われておらず、本債券、本証券情報説明

書及び債券内容説明書 発行者情報の部（2022年12月2日現在）（以下「発行者情報説明書」といいま

す。）に対しては、同法第2章の規定は適用されません。また、当機構が作成する財務諸表については、

金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明は求められておりません。

4. 本債券については、金融商品取引法第27条の31に規定される特定証券情報は作成されず、本証券情報

説明書は特定証券情報を構成しません。本債券は金融商品取引法第2条第31項に規定される特定投資

家以外の投資家にも販売される可能性があります。

5. 当機構の財務諸表は、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第37条により、原則として企業

会計原則によるものとされ、「独立行政法人会計基準」、「独立行政法人会計基準注解」及び「独立行政

法人国際協力機構の業務運営並びに財務及び会計に関する省令」（平成15年外務省令第22号）等に基

づき作成しており、発行者情報説明書に掲載されております。

6. 本証券情報説明書は、年次報告書をもとに作成しております。そのため、本証券情報説明書に記載の

参照箇所は年次報告書に対応しておりますので、インターネット上のウェブサイト

（https://www.jica.go.jp/about/report/2022/list01.html）をご参照下さい。

7. 本証券情報説明書及び発行者情報説明書はそれぞれ、インターネット上のウェブサイト

（https://www.jica.go.jp/investor/bond/result.html）において閲覧可能です。当機構に関する詳し

い情報及びその業務の特徴、また、本証券情報説明書に記載されている事項の正確な理解のためには発

行者情報説明書をご参照下さい。

本発行者情報説明書に関する連絡先 

東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル 

独立行政法人 国際協力機構 

財務部 財務部財務第一課 

電話番号 東京03（5226）9279 



手数料など諸費用について 

 本債券をお買付けいただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。

ご投資にあたってのリスク等 

 本債券の価格は金利変動等にたいして上下しますので、償還日より前に売却・換金する場合、投資元本を

割り込むことがあります。また、市場環境の変化により流動性（換金性）が著しく低くなった場合、売

却・換金することができない可能性があります。

 本債券の発行者である独立行政法人国際協力機構の信用状況の変化及びそれに関する外部評価の変化等に

より、投資元本を割り込むことがあります。

証券情報説明書等について 

 本証券情報説明書に記載された内容については、訂正されることがあります。

 本債券のお申込みにあたっては、本証券情報説明書をご覧の上、内容を十分に読み、お客様のご判断と責

任に基づいてご契約下さい。

 本債券のお申し込みにあたっては、契約締結前交付書面をよくお読みください。

 本証券情報説明書のご請求・お問い合わせは、下記の取扱金融商品取引業者までお願いいたします。

取扱金融商品取引業者

商号等/登録番号

加入協会

日本証券業協会

一般社団法人 

日本投資顧問 

業協会

一般財団法人 

金融先物取引 

業協会

一般社団法人 

第二種金融商品 

取引業協会

みずほ証券株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第94号
○ ○ ○ ○

株式会社SBI証券 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号
○ ○ ○

大和証券株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号
○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号
○ ○ ○ ○
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JICA債の特性

 政府の全額出資による独⽴⾏政法⼈（JICA法第5条第1項）
 ⺠間代替不可能なODA（政府開発援助）を⼀元的に実施
 ⽇本政府の国家戦略等において重要な役割を担う

 ⽇本政府と同じ格付
• R&I︓AA+（安定的）
• S&P︓A+（安定的）

 有償資⾦協⼒勘定の⾃⼰資本⽐率は68%（2022年9⽉末時点）
 BISリスクウェイト︓10%
 ⼀般担保付債券（優先弁済権）

財務の健全性

政府との⼀体性

 JICAの⽬的”開発途上国の持続的発展⽀援”=SDGs/ESG投資
 調達資⾦は、全て有償資⾦協⼒業務に充当（⽯炭⽕⼒発電事
業は充当対象外）

 JICA債はソーシャルボンドとして発⾏（第三者評価機関よりセカ
ンドオピニオンを取得）

 SDGs達成に向けた資⾦動員ツールとして政府施策に位置づけ
（⽇本政府SDGs実施指針改定版（2019年12⽉））

SDGs/ESG投資

有償資⾦協⼒ 無償資⾦協⼒ 技術協⼒

（写真: インド・都市鉄道建設事業（円借款）） （写真: ザンビア・地下⽔開発事業） （写真: パレスチナ・⺟⼦⼿帳プロジェクト）

低利かつ返済期間の⻑い譲許的条件で、社会経
済発展のために必要な公共事業等に必要な資⾦
を、途上国政府に対し融資する事業です。⼀定以
上の所得⽔準に達した国が対象です。
有償資⾦協⼒業務の9割以上を占めています。円
以外にも、⽶ドル建の融資も可能です。

開発途上国などに返済義務を課さないで、経済社
会開発のために必要な資⾦を贈与する協⼒です。

⽇本の技術・知識・経験を活かし、開発途上国の
社会経済の開発の担い⼿となる⼈材育成、政策
制度作り等の⽀援を⾏ないます。

開発途上国において⺠間企業が⾏う開発効果の
⾼い事業に対して投融資を⾏なう事業です。

主要3業務
 JICAは政府開発援助（ODA）の⼀元的実施機関として、開発途上国の社会経済発展のため、有償資⾦協⼒・無償資⾦
協⼒・技術協⼒の主要3事業をはじめとする各種事業を実施しています

 JICA債の調達資⾦は有償資⾦協⼒業務に充当されます

円借款

海外投融資

写真提供︓JICA

JICA債
充当先

インド・デリーメトロ（都市鉄道）の紹介動画
https://www.youtube.com/watch?v=QKO9gsAMZns
（出所︓外務省）

⽔分野の協⼒の紹介動画（出所︓JICA）
https://www.youtube.com/watch?v=UlWglhSRmF4

⺟⼦保健分野の協⼒の紹介動画（出所︓JICA）
https://www.youtube.com/watch?v=JBlcGGHugvI
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政府との⼀体性

円借款事業の採択・実施⼿続き

有償業務について、外務省は個別案件の採択等に際し財務省及び経済産業省と協議を⾏う（JICA法 第42条第3項）
（※）パリクラブ︓対外債務返済の困難（国際収⽀困難）に直⾯した債務国に対し、⼆国間公的債務の返済負担軽減のための措置を取り決める、⼆国間公的債権者の⾮公式な会合
出所︓外務省・財務省・JICA・JBIC作成資料を基にJICAが作成

外
務
省
︵※

︶

政策⽴案 案件形成・審査・採択 案件実施

合
意
⽂
書︵
融
資
契
約
等
︶

भ
締
結 事

後
評
価

事
業
完
成

案
件
閣
議
決
定

JICA調査・審査
対象国の返済能⼒、
対象案件の経済的・
社会的便益等を分析し、
採り上げ可否を検討

ODAに関する国際公約
国
際
約
束
भ
締
結

債権保全

完
済

外交政策に沿ってODA政策を企
画・⽴案、ODAの重点課題や⽬
標を設定し、機動的かつ迅速に
援助を活⽤

ODA政策の策定

重要な外交⼿段であるODAの実施機
関として、政府の政策、開発途上国の
需要を踏まえ、専⾨的・技術的知⾒を
最⼤限発揮しつつ、援助を効果的かつ
効率的に実施

ODAの実施

ঃ
জ
ॡ
ছ
ঈ︵※

︶द
भ

交
渉
؞
合
意

貸
付
実
⾏
؞
実
施
監
理

返
済

 JICAの業務は、⽇本政府のODAに関する国際公約を主とする政策に基づき、政府と連携しつつ実施されます
 個別案件の審査、実施、評価などはJICAが実施しますが、⽅針策定から個別案件の審査・採択及び債権保全に⾄るまで、
幅広い⽇本政府の関与が特徴です

J
I
C
A

案
件
採
択
भ
判
断

検
討
結
果
॑
⽇
本
政
府
प
報
告

個
別
案
件
भ
採
択
प
係
ॊ
検
討

問題

信⽤リスク 企画部、審査部

市場リスク 企画部、財務部

流動性リスク 財務部

オペレーショナルリスク
有償勘定のリスク計量

総務部

財務の健全性

 ⽇本政府と同等の格付です
 ⾼⽔準の⾃⼰資本⽐率（約68%）を維持しており、堅固な財務基盤を有しています

報
告

有償資⾦協⼒勘定の⾃⼰資本⽐率
 ⾃⼰資本⽐率は約68%（2022年9⽉末時点）と⾼⽔準を維持しています
 政府が必要性を認めた場合には、予算の範囲内で追加出資を受けることが
できます（JICA法第5条第2項）

 利益剰余⾦は資本⾦と同額まで内部留保可能です（1997年度以降
（2002年度を除き）期間損益ベースで⿊字を維持）

JICA債の優先弁済権（⼀般担保付債券）

有償資⾦協⼒勘定の統合的リスク管理

 JICA債の債権者は、JICAの財産について他の債権者に対して優先的に弁済
を受ける権利を有しています（JICA法第32条第6項）

理
事
⻑

 業務遂⾏にあたって⽣じる各種リスクについては、内部規程を策定、リスクの識
別・測定・モニタリング等の統合的な管理を通じて、業務の適切性や適正な損
益⽔準の確保を図っています

⽇本政府と同等の格付
 R&I（格付投資情報センター）︓AA+（安定的）
 S&P（スタンダード&プアーズ・レーティング・ジャパン）︓A+（安定的）

BISリスクウェイト
 JICA債のリスクウェイトは10%です（平成18年⾦融庁告⽰第19号、第61
条第1項）

リスク管理委員会
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第1 募集要項 

１． 新規発行債券 

銘 柄 第71回国際協力機構債券 債 券 の 総 額 金5,000百万円 

記 名 ・ 無 記 名 の 別 - 発行価額の総額 金5,000百万円 

各 債 券 の 金 額 1万円 申 込 期 間 
2023年1月16日から 

2023年2月2日まで 

発 行 価 格 
額面100円につき 

金100円 
申 込 証 拠 金 

額面 100 円につき金 100 円とし、払込期

日に払込金に振替充当する。 

申込証拠金には利息をつけない。 

利 率 

未定（年0.210％～年0.510％

を仮条件とし、当該仮条件に

より需要動向を勘案したうえ

で2023年1月13日に決定す

る予定。） 

払 込 期 日 2023年2月3日 

利 払 日 
毎年6月20日 

及び12月20日 
申 込 取 扱 場 所 

別項引受金融商品取引業者の本店 

及び国内各支店 

償 還 期 限 2027年12月20日 振 替 機 関 
株式会社証券保管振替機構 

東京都中央区日本橋兜町7番1号 

募 集 の 方 法 一 般 募 集 

利 息 支 払 の 方 法 

利息支払の方法及び期限 

１. 本債券の利息は、払込期日の翌日から本社債を償還すべき日（以下「償還期日」という。）まで

これをつけ、2023 年6月20日を第１回の利払期日としてその日までの分を支払い、その後、

毎年6月20日及び12月20日の2回に、各その日までの前半か年分を支払う。 

２. 半か年に満たない利息を計算するときは、半か年の日割をもって計算する。 

３. 利息を支払うべき日が銀行休業日に当たるときは、その支払は前日に繰り上げる。 

４. 償還期日後は、利息をつけない。但し、償還期日に本債券の償還を怠った場合には、償還期日

の翌日から実際に独立行政法人国際協力機構（以下「当機構」という。）から別記「摘要」欄第

3項に定める本債券の募集の受託会社（以下「受託会社」という。）への本債券の元利金にかか

る支払が行われた日までの日数につき別記「利率」欄に定める利率により計算される金額（以

下「経過利息」という。）を支払う。経過利息は、半か年の日割をもって計算する。 

償 還 の 方 法 

１．償還金額 

額面100円につき金100円 

２．償還の方法及び期限 

（1）本債券の元金は、2027年12月20日にその全額を償還する。 

（2）償還期日が銀行休業日に当たるときは、その支払は前日に繰り上げる。 

（3）本債券の買入消却は、払込期日の翌日以降いつでもこれを行うことができる。 

担 保 

本債券の債権者（以下「本債権者」という。）は、独立行政法人国際協力機構法（平成14年法律

第136号。以下「JICA法」という。）の規定により、当機構の財産について、他の債権者に先立っ

て自己の債権の弁済を受ける権利を有する。 

財務上

の特約 

担保提供制限 該当事項なし（本債券は一般担保付であり、財務上の特約は付されていない。） 

その他の条項 該当事項なし 
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摘         要 

１． 信用格付業者から提供され、若しくは閲覧に供される予定の信用格付 

本債券について、当機構は株式会社格付投資情報センター（以下「R&I」という。）からＡＡ＋

の信用格付を2023 年 1月13 日付で取得する予定である。R&I の信用格付は、発行体が負う

金融債務についての総合的な債務履行能力や個々の債務等が約定どおりに履行される確実性

（信用力）に対するR&Iの意見である。R&Iは信用格付によって、個々の債務等の流動性リス

ク、市場価値リスク、価格変動リスク等、信用リスク以外のリスクについて、何ら意見を表明

するものではない。R&Iの信用格付は、いかなる意味においても、現在・過去・将来の事実の

表明ではない。また、R&Iは、明示・黙示を問わず、提供する信用格付、又はその他の意見に

ついての正確性、適時性、完全性、商品性、及び特定目的への適合性その他一切の事項につい

て、いかなる保証もしていない。 

R&Iは、信用格付を行うに際して用いた情報に対し、品質確保の措置を講じているが、これら

の情報の正確性等について独自に検証しているわけではない。R&Iは、必要と判断した場合に

は、信用格付を変更することがある。また、資料・情報の不足や、その他の状況により、信用

格付を取り下げることがある。 

一般に投資に当たって信用格付に過度に依存することが金融システムの混乱を引き起こす要

因となり得ることが知られている。 

本債券の申込期間中に本債券に関して R&I が公表する情報へのリンク先は、R&I のホームペ

ージ（https://www.r-i.co.jp/rating/index.html）の「格付アクション・コメント」及び同

コーナー右下の「一覧はこちら」をクリックして表示されるリポート検索画面に掲載される

予定である。なお、システム障害等何らかの事情により情報を入手することができない可能

性がある。その場合の連絡先は以下のとおり。 

R&I：電話番号 03-6273-7471 

２．社債、株式等の振替に関する法律の適用 

本債券は、社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「社債等振替法」と

いう。）の規定の適用を受けるものとし、同法第67条第1項の規定により本債券の証券は発行し

ない。 

３．募集の受託会社 

（1）JICA法第32条第8項に基づく本債券の募集の受託会社は、東京都所在の株式会社三井住友銀

行とする。 

（2）受託会社は、本債権者のために弁済を受け、又は本債券に基づく債権の実現を保全するため

に必要な一切の裁判上又は裁判外の行為をする権限を有する。 

（3）受託会社は、本債権者のために、公平かつ誠実に本債券の管理を行うものとする。 

（4）受託会社は、本債権者に対し、善良な管理者の注意をもって本債券の管理を行うものとする。 

（5）受託会社は、本債券の発行要項（以下「発行要項」という。）各項のほか、法令及び当機構と

受託会社との間の2023 年 1 月 13 日締結予定の第71 回国際協力機構債券募集委託契約証書

（以下「委託契約」という。）に定める義務及び権限を有する。本債権者は、委託契約に定め

る受託会社の権限及び義務に関する全ての規定の利益並びに受託会社によるかかる権限の行

使及びかかる義務の履行による利益を享受することができる。 

（6）受託会社は、法令、発行要項、委託契約及び本債券の債権者集会（以下「債権者集会」とい

う。）の決議に違反する行為をしたときは、本債権者に対し、これによって生じた損害を賠償

する責任を負う。 

４．期限の利益の喪失事由 

本債券の期限の利益の喪失事由は、次の各号に掲げるものとする。 

（1）当機構が別記「利息支払の方法」欄又は別記「償還の方法」欄第2項の規定に違背し、5営業

日以内に履行又は治癒されないとき。 

（2）当機構が発行する本債券以外の債券若しくはその他の借入金債務について期限の利益を喪失

し、又は期限が到来しても 5 営業日以内にその弁済をすることができないとき、又は当機構

以外の債券若しくはその他の借入金債務に対して当機構が行った保証の債務について履行義

務が発生したにもかかわらず、当該債務にかかる契約上定められた保証債務を履行すべき最

終日から 5 営業日以内にその履行をすることができないとき。但し、当該債務の合計額（邦

貨換算後）が50億円を超えない場合は、この限りではない。 

（3）当機構が解散することを定める法令及び解散の期日を定める法令が公布され、かつ当機構の

解散期日の 1 か月前までに、本債券の債務の総額について他の法人に承継される法令が公布

されていないとき。 
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摘         要 

（4）法令若しくは裁判所の決定により、当機構又は当機構が解散して本債券の債務を承継した法

人に対して、株式会社における会社更生、特別清算その他これらに準ずる倒産処理手続に相

当する手続が開始されたとき。 

５．期限の利益喪失の公告 

前項の規定により当機構が本債券について期限の利益を喪失したときは、受託会社はその旨

を本「摘要」欄第6項(2)に定める方法により公告する。 

６．公告の方法 

（1）当機構又は受託会社は、本債券に関し、本債権者の利害に関係する事項であって、受託会社が

本債権者に通知する必要があると認める事項がある場合は、これを公告する。 

（2）公告は、法令又は契約に別段の定めがあるものを除き、官報並びに東京都及び大阪市で発行

される各一種以上の新聞紙に掲載することにより行う。但し、重複するものがあるときは、

これを省略することができる。 

７．債券原簿の公示 

当機構は、その主たる事務所に本債券の債券原簿（以下「本債券原簿」という。）を備え置き、そ

の営業時間中、一般の閲覧に供する。但し、当機構は以下の場合には本債券原簿の閲覧を拒否す

ることができる。 

①当該請求を行う者がその権利の確保又は行使に関する調査以外の目的で請求を行ったとき。 

②当該請求を行う者が本債券原簿の閲覧又は謄写によって知り得た事実を利益を得て第三者に

通報するため請求を行ったとき。 

③当該請求を行う者が、過去2年以内において、本債券原簿の閲覧又は謄写によって知り得た

事実を利益を得て第三者に通報したことがある者であるとき。 

８．発行要項の変更 

（1）当機構は、受託会社と協議のうえ、本債権者の利害に重大なる関係を有する事項を除き、発行

要項を変更することができる。 

（2）前号に基づき発行要項が変更されたときは、当機構はその内容を公告する。但し、当機構と受

託会社が協議のうえ不要と認めた場合は、この限りではない。 

９．本債券の債権者集会 

（1）債権者集会は、本債券の全部についてするその支払の猶予その他本債権者の利害に重大なる

関係を有する事項につき決議することができる。 

（2）債権者集会は、当機構又は受託会社がこれを招集するものとし、債権者集会の日の 3 週間前

までに債権者集会を招集する旨及び債権者集会の目的である事項その他必要な事項を公告す

る。 

（3）債権者集会は、東京都において行う。 

（4）本債券の総額（償還済みの額を除く。又、当機構が有する本債券の金額はこれに算入しない。）

の10分の1以上に当たる本債権者は、債権者集会の目的である事項及び招集の理由を記載し

た書面を受託会社に提出し、債権者集会の招集を請求することができる。 

（5）本債権者は、債権者集会において、その有する本債券の金額（償還済みの額を除く。）に応じ

て、議決権を有するものとする。 

（6）前号の規定にかかわらず、当機構は、その有する本債券については、議決権を有しない。 

（7）債権者集会において決議をする事項を可決するには、議決権者（議決権を行使することがで

きる本債権者をいう。以下本募集要項において同じ。）の議決権の総額の5分の1以上で、か

つ、出席した議決権者の議決権の総額の3分の2以上の議決権を有する者の同意がなければ

ならない。 

（8）前号の規定にかかわらず、以下のいずれかに該当する決議をすることはできないものとし、

これらに該当する決議がされた場合、かかる決議は効力を有しない。 

①債権者集会の招集の手続又はその決議の方法が法令又は発行要項の定めに違反するとき。 

②決議が不正の方法によって成立するに至ったとき。 

③決議が著しく不公正であるとき。 

④決議が本債権者の一般の利益に反するとき。 

（9）本債権者は、本人又はその代理人によって、債権者集会に出席することができる。当機構は、

その代表者を当該集会に出席させ、又は書面により意見を述べることができる。本人又はそ

の代理人が当該集会に出席しない本債権者は、受託会社が定めるところにしたがい、書面に

よって議決権を行使することができる。書面によって行使した議決権の額は、出席した議決

権者の議決権の額に算入する。 

（10）債権者集会の決議は、本債券を有する全ての債権者に対し効力を有するものとし、その執行

は受託会社があたるものとする。 
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（11）本項に定めるほか債権者集会に関する手続は当機構と受託会社が協議して定め、本「摘要」

欄第6項（2）に定める方法により公告する。 

（12）本項の手続に要する合理的な費用は当機構の負担とする。 

１０．元利金の支払 

本債券にかかる元利金は、社債等振替法及び別記「振替機関」欄に定める振替機関が定める社債

等に関する業務規程その他の規則及び業務処理要領（以下「業務規程等」という。）にしたがって

支払われる。なお、当機構は、JICA法第32条第9項及び業務規程等にしたがって、受託会社に

本債券の元利金を支払うことによって、本債券の元利金にかかる債務を免責されるものとする。 

１１．募入方法 

応募超過の場合は、本募集要項「2．債券の引受け及び債券に関する事務」欄の引受人の代表者が

適宜募入額を定める。 

１２．発行代理人及び支払代理人 

別記「振替機関」欄に定める振替機関が定める業務規程等に基づく本債券の発行代理人業務及び

支払代理人業務は、株式会社三井住友銀行においてこれを取り扱う。 
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２. 債券の引受け及び債券に関する事務 

債
券
の
引
受
け 

引受人の氏名又は名称 住  所 引受金額 引受けの条件 

 

みずほ証券株式会社 

 

株式会社ＳＢＩ証券 

 

大和証券株式会社 

 

楽天証券株式会社 

 

 

東京都千代田区大手町一丁目5番1号 

 

東京都港区六本木一丁目6番1号 

 

東京都千代田区丸の内一丁目9番1号 

 

東京都港区南青山二丁目6番21号 

百万円 

1,700 

 

1,500 

 

 900 

 

 900 

1．引受人は、本

債券の全額に

つき、連帯して

買取引受を行

う。 

2．本債券の引

受手数料は額

面100円につき

金 37.5 銭とす

る。 計 － 5,000 

債
券
に
関
す
る
事
務 

募集の受託会社の名称 住 所 

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目1番2号 

 

３. 新規発行による手取金の使途 

（１）新規発行による手取金の額 

払込金額の総額 発行諸費用の概算額 差引手取概算額 

5,000百万円 22百万円 4,978百万円 

 

（２）手取金の使途 

上記差引手取概算額4,978百万円は、2022年度中に全額をJICA 法第13条第1項第2号に定める有償資金協力業

務を行なうため必要な所要資金に充当する予定です（但し、石炭火力発電事業への出融資を除きます）。 

 

なお、有償資金協力業務は、外務省が定める中期目標並びにそれに基づき作成されるJICA 中期計画及び年度計画

に示されるJICA の基本方針に従って実施されます。当該基本方針の中では、①開発途上地域の経済成長の基礎及び

原動力の確保、②開発途上地域の人々の基礎的生活を支える人間中心の開発の推進、③普遍的価値の共有、平和で安

全な社会の実現、④地球規模課題への取組を通じた持続可能で強じんな国際社会の構築、が重点分野として掲げられ

ています。 

また、JICA の有償資金協力業務を含む開発協力は、国際連合及び世界銀行の基準に基づく所得階層を用いて対象

となる開発途上国を選定しています。円借款については、所得階層の低い国ほど低金利の融資が受けられる供与条件

を適用しています。 

上記の点が評価され、当機構が発行する国際協力機構債券（JICA債）は、国際資本市場協会のフレームワーク（注

2）における「ソーシャルボンド」の特性に従った債券である旨のセカンド・オピニオンを、独立した第三者機関で

ある株式会社日本総合研究所より2016年8月24日付で取得（2017年8月10日付及び2021年6月16日付更新）し

ています。 

同オピニオンでは、「『JICA債』をSBPが示す4項目に基づきレビューした結果、『JICA債』はSBPが示す、社会課

題への対応を目的とした『ソーシャルボンド』の特性に従うものとして評価する。」との評価がされています。よっ

て、本債券も「ソーシャルボンド」の特性に従った債券となります。 

 

（注1） 経済開発協力機構（Organisation for Economic Co-operation and Development、OECD）開発援助委員会

（Development Assistance Committee、DAC）の定める基準 
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（注2） 国際資本市場協会（International Capital Market Association、ICMA）は、2016年6月に、自主的ガイ

ドラインとして、グリーンボンド原則（Green Bond Principles、GBP）及びその付属資料であるソーシャ

ルボンドのガイダンス（SOCIAL BONDS - GUIDANCE FOR ISSUERS）を公表しました。なお、ICMAは2017年

6月に同付属資料を改訂した上でソーシャルボンド原則（The Social Bond Principles、SBP、2020年6月

及び2021年6月更新）を公表しています。 

 

【参考】セカンド・オピニオン（発行者：株式会社日本総合研究所） 

https://www.jica.go.jp/investor/bond/ku57pq00001qs7yu-att/Second_Opinion.pdf 
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第1 参照書類 

当機構の経理の状況その他の事業の内容に関する重要な事項及びその他の事項については、以下に掲げる書類を

ご参照下さい。 

以下に掲げる書類については、当機構ホームページ（https://www.jica.go.jp/investor/bond/result.html）に

掲載されています。 

「債券内容説明書 発行者情報の部（2022年12月2日現在）」 
 

第2 参照書類の補完情報 

上記に掲げた参照書類としての債券内容説明書 発行者情報の部（2022年12月2日現在）（以下「発行者情報説明

書」という。）に記載された発行者情報について、発行者情報説明書の作成日以後、本債券内容説明書証券情報の部

作成日（2023 年 1月6日）までの間において、以下のとおり変更及び追記すべき事項が生じております（変更箇所

は下線で示しております）。なお、発行者情報説明書には将来に関する事項が記載されておりますが、以下に記載さ

れた事項を除き、本債券内容説明書証券情報の部作成日（2023 年 1月6日）現在においてもその判断に変更はあり

ません。
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第１ 発行者の概況 

 

3. 事業の内容 

3-3. 当機構の財務 

(3) 資金調達の概要 

(ⅲ) 財投機関債 

旧 JBIC の海外経済協力勘定では財投機関債による資金調達を行っておりませんでしたが、当機構が

同勘定を承継し一元的な援助実施機関として新たに発足したことから、「特殊法人等については、財投機

関債の公募発行により市場の評価に晒されることを通じ、運営効率化のインセンティブを高める」とい

う財政投融資制度改革の趣旨を踏まえ、当機構自身の信用力に依拠した資金調達として、国際協力機構

債券の発行を開始し、これまでに合計8,445億円を発行致しました。 

当機構が国際協力機構債券により調達する資金は、有償資金協力業務を行うために必要な所要資金に

充当致します。 

なお、国際協力機構債券（ソーシャルボンド）の発行は、日本政府のSDGｓ達成に向けた実施指針であ

る「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」（2016年12月22日決定）において、資金動員（国内の民間

資金を開発途上国のために動員する）の具体的施策のひとつに位置づけられました。「SDGs 実施指針改

定版」（2019年12月20日、一部改訂）においても、「環境・社会・ガバナンスの要素を考慮するESG金

融やインパクトファイナンス、ソーシャルファイナンス、SDGsファイナンス等と呼ばれる経済的リター

ンのみならず社会貢献債としての JICA 債の発行など社会的リターンを考慮するファイナンスの拡大の

加速化が、SDGs達成に向けた民間資金動員の上で重要である。」とされており、SDGs達成のために民間

資金を動員するツールとして明記されています。なお、「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための

具体的施策(付表）」及び「SDGs実施指針改定版」は以下から参照できます。 

 

「持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策(付表）」 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai2/siryou2.pdf 

「SDGs実施指針改定版」 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai8/siryou1.pdf 

 

【財投機関債の発行実績】 

 発行日 発行額 

第1回国際協力機構債券 2008年 12月19日 300億円 

第2回国際協力機構債券 2009年  6月19日 300億円 

第3回国際協力機構債券 2009年 12月16日 200億円 

第4回国際協力機構債券 2010年  6月18日 200億円 

第5回国際協力機構債券 2010年  9月15日 200億円 

第6回国際協力機構債券 2010年 12月15日 200億円 

第7回国際協力機構債券 2011年 6月16日 200億円 

第8回国際協力機構債券 2011年 9月26日 150億円 

第9回国際協力機構債券 2011年 9月26日  50億円 

第10回国際協力機構債券 2011年 12月20日 100億円 

第11回国際協力機構債券 2011年 12月20日 100億円 

第12回国際協力機構債券 2012年 6月22日 100億円 

第13回国際協力機構債券 2012年 6月22日 100億円 

第14回国際協力機構債券 2012年 9月24日 100億円 
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第15回国際協力機構債券 2012年 9月24日 100億円 

第16回国際協力機構債券 2012年 12月26日 100億円 

第17回国際協力機構債券 2012年 12月26日 100億円 

第18回国際協力機構債券 2013年 6月20日 100億円 

第19回国際協力機構債券 2013年 6月20日 100億円 

第20回国際協力機構債券 2013年 9月20日 100億円 

第21回国際協力機構債券 2013年 9月20日 100億円 

第22回国際協力機構債券 2013年 12月24日 100億円 

第23回国際協力機構債券 2014年 2月21日 100億円 

第24回国際協力機構債券 2014年 6月20日 100億円 

第25回国際協力機構債券 2014年 6月20日 100億円 

第26回国際協力機構債券 2014年 9月22日 100億円 

第27回国際協力機構債券 2014年 9月22日 100億円 

第28回国際協力機構債券 2014年 12月22日 100億円 

第29回国際協力機構債券 2015年 6月22日 100億円 

第30回国際協力機構債券 2015年 6月22日 100億円 

第31回国際協力機構債券 2015年 9月24日 100億円 

第32回国際協力機構債券 2015年 9月24日 100億円 

第33回国際協力機構債券 2015年 12月21日 100億円 

第34回国際協力機構債券 2016年 2月12日 100億円 

第35回国際協力機構債券 2016年 6月20日 100億円 

第36回国際協力機構債券 2016年 6月20日 100億円 

第37回国際協力機構債券 2016年 9月20日 200億円 

第38回国際協力機構債券 2016年 9月20日 150億円 

第39回国際協力機構債券 2017年 2月20日  50億円 

第40回国際協力機構債券 2017年 6月28日 100億円 

第41回国際協力機構債券 2017年 6月28日 100億円 

第42回国際協力機構債券 2017年 9月20日 200億円 

第43回国際協力機構債券 2017年 12月20日 200億円 

第44回国際協力機構債券 2018年  6月28日 150億円 

第45回国際協力機構債券 2018年  6月28日 100億円 

第46回国際協力機構債券 2018年  9月20日 200億円 

第47回国際協力機構債券 2018年 12月20日 150億円 

第48回国際協力機構債券 2019年  6月20日 100億円 

第49回国際協力機構債券 2019年  6月20日 100億円 

第50回国際協力機構債券 2019年  9月20日 120億円 
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第51回国際協力機構債券 2019年 12月20日 180億円 

第52回国際協力機構債券 2020年  3月19日 100億円 

第53回国際協力機構債券 2020年  6月26日 100億円 

第54回国際協力機構債券 2020年  6月26日 130億円 

第55回国際協力機構債券 2020年  9月28日 100億円 

第56回国際協力機構債券 2020年  9月28日 120億円 

第57回国際協力機構債券 2020年 12月25日 100億円 

第58回国際協力機構債券 2020年 12月25日 50億円 

第59回国際協力機構債券 2021年 6月29日 100億円 

第60回国際協力機構債券 2021年 6月29日 100億円 

第61回国際協力機構債券 2021年 9月27日 100億円 

第62回国際協力機構債券 2021年 9月27日 100億円 

第63回国際協力機構債券 2022年 1月28日 100億円 

第64回国際協力機構債券 2022年 1月28日 70億円 

第65回国際協力機構債券 2022年 2月 7日 30億円 

第66回国際協力機構債券 2022年 7月 22日 110億円 

第67回国際協力機構債券 2022年 7月 22日 130億円 

第68回国際協力機構債券 2022年 9月 30日 75億円 

第69回国際協力機構債券 2022年 9月 30日 130億円 

第70回国際協力機構債券 2022年 12月23日 100億円 
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